社会福祉法人恵庭市社会福祉協議会　顕彰規程


社会福祉法人恵庭市社会福祉協議会

顕彰規程

昭和46年 ４月 １日決　　定　　　　平成23年3月10一部改正
昭和53年 １月25日一部改正

昭和57年 ８月 ５日同　　上

昭和61年 ４月 １日同　　上

平成 ２年10月16日全文改正

平成14年11月20日一部改正
平成20年6月23日一部改正
　（目的）

第１条　この規程は、多年社会福祉の増進に寄与し、功績のあった者及び社会福祉活動に協力、援助した者に対し社会福祉法人恵庭市社会福祉協議会（以下「本会」という。）会長が顕彰することを目的とする。

　（顕彰の定義）

第２条　この規程の顕彰は、表彰及び感謝とする。

　（顕彰の方法）

第３条　顕彰は、必要に応じて行うものとする。ただし、会長が特に認めたときはこの限りでない。

２　顕彰は、表彰状又は感謝状を贈ることによって行うものとする。ただし、記念品を併せて贈ることができる。

　（顕彰の上申）

第４条　特に功績が顕著な者については、恵庭市長に顕彰を上申することができる。

　（表彰の対象）

第５条　会長が表彰する者は、次の各号に定めるものとする。

　（１）本会又は社会福祉施設の役員等で、その功績が顕著である者

　（２）本会活動推進者として、その功績が顕著である者

　（３）特に優秀な活動を行った町内会及び社会福祉団体、個人で社会福祉事業に貢献した者

　（４）身体障がい者、母子（父子）世帯等で自立更生が特に顕著で、他の模範と認められる者

　（５）前各号のほか、会長が特に表彰の必要を認めた者

（感謝の対象）

第６条　会長が感謝の意を表する者は、次の各号に定めるものとする。

　（１）社会福祉事業のため労力的、経済的又はその他の方法により積極的に協力した個人又は団体とする。

　（２）前号のほか、会長が特に感謝の必要を認めた者

　（表彰該当の資格）

第７条　表彰に該当する者の資格は、次の各号の一に定める条件を具備するもののうちから選考する。

　（１）本会又は社会福祉施設の役員等の現職であって、その在任期間が８年以上又は、正副会長、常務理事、監事、委員長及び部会長で、役員等の通算在任期間が５年以上に及び功績が顕著である者

　　　　ただし、在任期間が中断されている場合は、その前後の期間を通算する。

　（２）本会活動推進者として現職にあって、その在任期間が８年以上に及び功績が顕著である者

　（３）前各号のほか、会長が特に表彰の必要があると認めた者

　（感謝該当の資格）

第８条　感謝に該当する者の資格は、社会福祉事業において永年にわたり、労力的、経済的、又はその他の方法により積極的に協力した個人及び団体とし、その内容は別途定める者のうちより選考する。

　（除外条件）

第9条 第７条及び前条の資格を有する者であっても、次の各号の一に該当する者はこ
れを除外する。

　（１）社会福祉功労者で叙勲を受けた者、又は藍綬褒章、黄綬褒章等を受けた者

　（２）社会福祉事業功労者又は、自立更生が他の模範として、知事又は厚生労働大臣の表彰を受けた者

　（３）北海道社会福祉協議会長又は全国社会福祉協議会長から、社会福祉事業功労者又は社会福祉事業協力者として表彰又は感謝を受けた者

　　　　ただし、表彰を受けた者が感謝を受ける場合及び感謝を受けた者が表彰を受ける場合はこの限りでない

　（候補者の推薦）

第１０条　会長は、この規程に定める顕彰に該当する候補者の推薦を、期限を付して関係機関、団体に依頼することができる。

ただし、市民が善意をもって当該者の意志を尊重し、自立更生等で地域社会の模範となるに足る者を推薦することができる。

　（顕彰審査委員会）

第１１条　顕彰該当者を審査するため、顕彰審査委員会を置き、委員は会長が委嘱する。

２　前項の委員会は関係団体及び会長から提出された推薦調書により審査し、会長
に答申するものとする。

　（施行細則）

第１２条　この規程の施行に関する細則は、会長が別に定める。
　附　則

この規程は、昭和46年４月１日から施行する。

この規程は、昭和53年４月１日から施行する。

この規程は、昭和58年４月１日から施行する。

この規程は、昭和61年４月１日から施行する。

この規程は、平成３年４月１日から施行する。

この規程は、平成14年11月20日から施行し、平成14年４月１日から適用する。

この規程は、平成20年6月23日から施行し、平成20年4月1日から適用する。
この規定は、平成23年3月10日から施行する。

